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第 一 章 総 説

植 物 の分 布 は主 として 立 地 に支配 せ らる るも、 此立 地 因子 には 比 較 的不変 の もの

と然 らざ るも の とあ り。 例 へば 其 土地 の地 質、氣温 、雨量 の 如 きは不憂 の 因子 な るべ

きも、腐植 土 の多寡 、林 木 と生 存競 争 をな すぺ き雑 草 の繁茂 、受光 程度 の如 きは 四園

の状 況 に より て大差 あ るを免 れず 。此 環境 を氣象 的立 地(Klimatiscller--Standort)と 土

地 的立地(Bodenstandort)に 就 きて論 ずべ し。

I・ 氣 象 的 立 地

(イ)不変 的の もの

其地方 の氣象(最 高最底 氣温 、降水量 及其 分 布、日照 時間)

(ロ)変 化 的の もの

植 物 の繁 茂 に よる受 光、 風害 、霜 害、又 は植物 に劃 す る

地 下水 の 影 響

II.土 地 的 立 地

(イ)不変 的 の もの

① 土地 の化學 的 成 分(母 岩 の種類 及 土地 の磯物 質成分)

(2)土 地 の物 理的性 質(土 壌 の種 類及 粒 の大 小 、土地 の向 き、及傾斜)

(ロ)変 化 的 の もの ・

① 氣象 及其 地被植 物 に よ る化學 的変 化(腐 植質 に よる土壌 の

鍵 化即 ち腐 植 土 、漂 自 質腐 植 土(Podsol)*)

(2)氣 象 及其地被 植 物 に よる物 理 的変 化(滲 透度 、色、湿 度 、結 合力)

(3)地 被 物、落 葉 及腐植 質

森林 施業 法 に より て改善 し得べ き因子 は、上 記 の項 目中1(ロ)及II(ロ)(り

一;:-Podsolは露語にてPod=土 壌Sola・=灰 の両者より組立てたるものにて灰色土

(Aschenboden,aschenartig)を意味す。
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(2)(3)t,r該 當する所謂変化的因子に して、此等は主 として森林の取扱に よbて 生ず

る土壌の変 化、併 に諺閉度に よる受光度に關係 するものな う、

植 物、土 壌 及 氣 候 の 相 互 關 係

植物 が土壌 に よりて左右せ らるゝは世人の認むる所なれ共、 土壌 も亦其上に生 存す

る植物 に よりて変化 す るを免れざるものな り。

此等相互關係は極めて複雑 なるべ きは、 植物及土壌が 本來氣候に支配せ らる＼に想

到すれば思半 に過 ぐるものあ らん。

今之を圖示すれば
A

如斯 氣 候が植 物 及 土壌 に顯 著 な る影 響 を及ぼ し、 植物 及土壌 が 又 相互 に重要 な る關

係 を有 す るは、 北部 塞帯 地方 に於 て極 め て 明瞭 な る事實 な るは 既 に學 者 の閲明 せ る

庭 な り。 蓋 し北寒 の 地 に在 ては氣候 涯寒 に して、 落 葉 、腐 朽木 其他 の植物 残骸 の分

解 は遅 々 に進 捗 む、 叉蒸磯 量は著 し く少 な き もの に して塞 原帯(Tundra*)は 其 好例 な

う。此帯 の南 方 に接 す る針 葉樹 林 に於 ては 、饒 多 な る水分 と腐 植質酸 に よ りて地表部

の可溶 物 は下層 に著 し く浸 出洗源 せ られ て、漂 白 土 叉はボ ドリー ル とな るものな り。

即 ち 針 葉樹林 は一般 に落葉 層 厚 く、 エ ヅマ ツ、 トドマ ツ 林 の落葉 は 其分 解 一般 に

遅 く、反応 は酸 性 に して微生 物 の蕃殖 を妨 げ、 綜状 菌 多 く、 其菌絲 に よ りて落葉 枯

枝 を纒 み た る黒 褐 色の粗 腐植層 を形成 す 。 而 して粗 腐 植質 中 に存 す る窒素 養分 は硝

化 の度低 きもの なれは樹 木 に吸収 せ らるゝ こと困難 な りO

此現 象 は酸 性 反懸 と關連 す るもの に して、ヘッセ ル マン 氏 に よれ ば 腐 植 土 に於 て

eeTundra(‡ 本來Finlandの 語原にして"樹 木なき地帯"と 云ふ意義なるも亦樹木生育限界の

極地叉は高山の平原(Bergtundra)を指す事あり。
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硝 化作 用 の旺 盛 な るPHの 鮪 は6以 上な るも、腐植土 に ア ンモ ニヤ 化合 物 の多 き

瘍 合 にはPHの 値4.5乃 至50を 以 て良好 の状 態 となせb。

粗腐植 層 を通 して地中 深 く浸透 す る水 は 、 膠 状液 を呈せ る腐植 酸 と 共 に 土壌 の磧

質 分 を膠 着・して磐 層(Ortstein)を 形 成す べ し。 而 して 土壌 が粗腐 植 質にて掩 はれ、

而 も 水 分 多 きと きは 洗條 作用 に よ りて 可溶性 盤類 を流 失 し、 且 つ 深 所 に 成 層 すべ

しO

我演 習林 は中世 層 の硬 砂岩 の 風化、 分解 せ る土壌 よ りな る。 之 を地勢 に ようて山

頂 部(海 抜5go米 以 上)中 腹部(海 抜349乃 至5go米)平 坦 部(海 抜81乃 至

349米)準 ツン ドラ帯(海 抜81米 以下)に 分 つ ことを得 べ く、 其 各部 に就 きて此

作用 の程 度 を述ぶ れば、

山頂部 は 平均 勾 配 約 四分 の 一 に して、 土壌 の洗源 作用著 し く殆 ん ど 礫 岩 を存 す る

のみ 。

中腹 林 は平 均勾 配約 十二分 の一 に して洗樵 作 用相 當大 にし て土壌 淺 く、叉 土壌 の下 位

は礫 砂 にし て水 分の 浸透比較 的 宜 しけれ ば腐植 質 の影 響 を受 くる こと少 な く、土壌 の

酸性 も弱 く、針潤混淆 林 をなす 。

平 坦林 は欧 露併 に西 比利 亜地方 の針 葉 樹林 ご同型 に して 其 土壌 は所謂 ボ ドリール を

形成 す る 意のなり 。

準 ツ ン ドラ 帯 は低 灘地 に してEricaceae(石 南 科)Carex(ス ゲ属)Rubus(イ チ ゴ

属)Sphagnum(ミ ヅ コ ヶ)等 を生 じ、 所 々に矯 小の グ イマ ツ、ノ・ヒマツを有 す。

草生 地 に在 ては 七 月の候、 地下 四 、五 尺以下 は氷結 し、林 内 に在 ては数 寸以 下は 凍

結 す。

露 國 土壌 學 の土壌 噺 面の記 載 にはAB、C.Horizonteを 用 ふ 。

こは 土壌 のブ ロフ ヒー ル(Bodenprofi1)を 上部 よ うA.B.C.の 三 段 に分 別せ るもの

に して、Aは 上部 に し て水 分に洗源 せ られ膠 質分 の浸 出せ られ た る部 分、Bは 中部

に して上 部 より滲 透物 質の沈 滞 す る庭、Cは 下部 に して土壌形 成 因子 の作用 を受 け

ざ る母岩 な り。 『また 更にA.B.をA、B、 等 の 如 く数 字 を附 して これ を 上下 の層 に

分 別 す るζ とあ り。例 へばA,Horizonte∴A、Horizonte.の 如 し。
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此氣 象關 係 は土地 のPodsolierungに 必要 な る條 件 に してや 北塞 の針 葉樹帯 に於け る

特 徴 な るも の の如 く、Pro£Morosoff氏 に從 へ ば北部 欧羅 巴に於 ては、 若 し土地 が

Podsolierungせ ざ る場 合 には森 林 は形 成せ ざ るべ しと。

之 れ 土地 のPodsolierungに 適 す る灘 度 が最 も良 く森林 を形 成 す る條 件 に適合 す るも

の なれば な り。

蓋 し北 寒 の地 に於 け る針 葉樹林 は好 ん で ボ ドリー ル 地 に生 育 し、比 較的 乾燥 せ る土

地 を忌 む もの に して針 葉樹 は一般 に好水性(Hygr・phile)に して嫌 盤性 なbと 稻 せ ら

る。

Fichte及Tallne(Abiespectinata,Ab.sibirica)は 專 らPodso1に 生ず 、 此事 實 は此

等 の樹種 は癖 悪 な る地 味 を好 む ことを證 す るもの にあ らず 。 勿 論 此等 の樹種 は潤 葉

樹 に比 して は地味 に対する 要 求の度 低 き も、針 葉樹 中 に在 ては 比 較 的 良好の 地位 を

要 求 す る もの なり 。 蓋 しエ ゾ マ ツ、 トドマ ツは 大 な る好水 性植物 にし て、乾 燥 の立

地 併 に氣候 に生長 せざ るべ く之 れPodsolに 繁 茂 す る所 以 な り。

Prof.Kaminsky氏 に よれば 露國 の森林 は比封灘 度(relativeLuftfeuchtigkeit)年 平

均68-79%七 月の平 均50-64%の 場 所 に繁 茂 し、 比 封爆 度 が此 百分率 よb大 な

る ときは灘 地 と化 し、 之れ 以下 に降 る ときは乾燥 の爲森林 清 滅 す と。

植物 を支 配 す る主 要 な る因 子 は土地 の灘 度(Bodenfeuchtigkeit)に して、 此灘 度 は其 土

地 の氣温 と密接 の 關係 あ るもの とせ り。 而 して氣 温 は其土 地 の室氣 中の灘 度 を支 配

し、 叉大氣 の灘 度 は其 士地 の蒸登力 に影 響 をな し、其 土地 の蒸蕨 力 は其 土地 の乾 燥 を

左右 す るもの な り。叉大 氣 中の灘 度 は其 降雨 量 、其 士地 の水分 量 に比 例 す る もの な り。

多灘 帯(HumideZ・ne)に 在 ては降水 量 は蒸登 量 を超 過 し、其 過剰 な る水 分 は地 中 に

滲 透 すべ し。

R.Lang氏 は 雨 量 因子(Regenfaktor)に よ りて 土壌 生 成の 別 を表 はせb。 此 雨

量因 子 は其 土地の雨 量 と年 平 均温度 との 關 係 に よる もの に して、 降雨 量 をN.温 度

NをTと すれ ば 雨 量因 子
は 了 に して 之 れ は10Cに対する 平 均の年 雨 量 を表 はす

もの なb。 例 へば 保恵 演習林 の年 雨 量742.mm年 平 均温度2・4。Cに 在 りては雨 量 因

子 は742/2.4=・30gIなり 。R.Lang氏 に よればP・dsol及Bleicherdeb6den
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に於け る雨 量 因子 は160以 上 な れ ば 、 本 演 習林 に 於 け る309.1は 著 し き程 度 の

P・ds・1ご 云 はざ るべか らず 。

A.Meyer氏 は他 の方法 に より て氣 候値 を算 定せb。 即 ちLang氏 の温 度 に代 ふ る

に飽 和差 〔Sattigungsdefizit)Sを 用 ひ てNノSな る式 に よれ り。

而して之れを保恵灘 林 噛 用 すれば5諺 望鄭 一・・8・な り・

(年 平均張力5・08年 平均温度に対する 最 大張力5.42)

温度著 し く低 き地方 に在 ては 腐植質の分解 を妨 ぐるもの にして、高緯度、特に 北極

地方 に於て之 を見 ることを得べ し。 而 して北寒の地に進むに從 ひて漸次分解度 を低

め 、極地方 に於て急激 に降下 するものな り。 故に極地方の南 にあ る寒冷の地帯には

針葉樹帯(欧 露 に於け る原生林Taiga)を 有 し、此地帯はPodsolに して 腐植質の分

解比較的大な り。 斯の如 く急激 に推移 する理由は極地方の土地は一年を通 じて凍結

せ るTundraな るも、 針葉樹林の土地は夏期のみ融解 するを以てな う。針葉樹林 に

於 て生ず る腐植質酸 は北寒地の温度降下 を補ふて 分解 を促進す る作用 をなすものに

して、針葉樹帯は其温度が植物 の生育 及 腐植質の生 成に充分な る限 り氣温の關係以

上 に森林 は北方 に進出するに至 るべし。

A.Mayer氏 は其著書"UbereinigeZusammenhangezwischenKlimaundBoden

inEur・pa"に 於 て北極地方のTundra帯 に樹木の存立せ ざる一原因は其土地が地表

に近 く一年 を通して凍結す るにあ うと。

腐植質の分解は夏期の短 き爲め 甚だ緩徐なれば、 此上に生ず る総 ての植物は多少

泥表化せざ るもの無 し。Tund甲 を構 成する主要 なる植物は ミヅコケ類(Sphagnum)

な り。

北寒地方に於け るポ ドリールの構成は地形に よりて大 なる鍵化 あ り。 即 ち平坦地

と傾斜地 この間にはボ ドリール化に大 なる差異 を生ず。 排水悪 き平坦地、 又は低湿

地はボ ドリール化す ること著 しきもの な り。 而 して平坦地を貫流 す る河川附近は排

水比較的宜しきを以 てボ ドリール化低 く、從 て潤 葉樹 を生 す るは 本演習林 に通 じた

る現象 な り。

叉難谷の傾斜地 に於 てもポ ドリール化に差異 を生ず。 難 谷の上部 の急斜地は水蝕作
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用 大 に して腐植 質、粘 土 質 は洗 は れ 、腐植 質少 な き大粒 の漂 白状土壌 を残 留 す るを以

て養 分 に乏 し く、從 て不 良な る林 相 をなす。 之れ に反 して山麓 部 の緩傾 斜地 は雨 水

に洗 ひ 去 ら る ＼こ と少 な く、 黒色 土壌 に して 上部 よ り流 下せ る養 分 を堆積 した る も

の な り。 叉低 部は灘 氣 の大 な る と、 上部 よ り腐 植酸 の流 入す る爲め 、ボ ドリー ル 化

す る こご甚 し きもの な う。

斯 の如 き現象 は 本演 習林 の平 坦部 に普 通観 察 す ることを得べ し。

本 調 査 を以 てArthur・FreiherrvonKrUder氏 の 調査 に係 る隊露 のWaldtypenと

比較対照 すれ ば我演 習林 の世 界的地位 を判 定 す るに極 めて便 宜 な る もの な う。

KrUder氏 は欧 露 に於 け る森林 型 を次 の 如 くなせb。

(1).「Waldsteppen-Zone.

(II).Rasenbleicherde-Zone

而 して此等 の氣 象を掲 くれば次表の如 し。



第 一 表

括 弧内の数 字は生育氣 温以上の 月数 な り
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而 して保惑演習林 に於て昭和三年 より昭和 五年迄観測せ る結果を墨 ぐれば

第 二 表 保 恵 演 習 林 観 測

括孤内 の数 字は生育氣温以上の月撒 な り。

之れに依 て見れば氣象 よりすれば 保患演習林 は、植物生育氣温 に於て 欧露北部針

葉樹林帯の氣候 と類似す るも降水量梢 多 く・七月の最高、一 月の最低著 し く差異あ

b。

今、KrUder氏 に よt)て欧露ポ ドリール地針葉樹林 帯に就て述べft。

欧露 に於け るボ ドソール地針葉樹林 帯を南北部 の二つに分つ。 此両者 の区別は南部

帯は地下の凍結は比較 的深部に在 りて深根性の植物の生育 を阻害すること少 なし。

即 ち此地帯に在 ては深根性植物例へば トドマツ類 も淺根性の エゾマツ類に歴倒せ ら

れず 、只寒冷な る堅密なる(粘 土質)土 地に於ては淺根的傾向を呈す。

南部帯に於 ては多少廣 き面積 に連亘せ る喬大な る樹 高の林 木存在 し、唯湿地叉は排水

悪 しき場所にのみ樹高の低 き林木 を生す。
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之れに反 し北部帯 に於 ては一般1こ喬 大な る深根性 の樹木 は 輕霧 に して 速か に受熱 す

る土壌(例 へば砂 土・砂質土壌等)に のみ僅かに発生 す。

故に此帯 に在ては廣 き面積に亘 る喬 大な る針葉樹 を生ず る事少な く、 日當 り良 き方

位 、張度の受光、充分なる排水(例 へば河原地)に 於てのみ喬大 なる樹木 を生す。

南部森林帯 に在 うては 降水量の相當 なる分量が植物 にようて 蒸螢せ られ、植物 の生

育期間た る夏期に於て 地下水は著 し く低下す るも、北部帯に在 ては植物の蒸登量少

な きを以て夏期 に於 ても地下水 の低下す ること少 なし。

此現象は相當 に顯著 なるもの にして、且両者 の差違は生育期間、特 に 夏期 に於け る

降水量の多寡に よbて 知 ることを得べ し。 即 ち南部森林帯は150-200mmな るに

北部森林帯は200-300mmなb。 又 六月の平均氣温は南部森林帯は15。Cに して

樹木 は一般 に開花す るも、 北部 森林 帯は開花期一 ケ月遅れ・又 南 部森林帯 の暖期六

ケ月の平均氣濫は140Cな るに、北部 森林帯に在 ては9-130Cな う。

故 に北部 森林帯の樹木が完全 に登育 し、蕃殖及生長の作用、即 ち開花 よう結實、発芽

伸長 より木質化 する期間は極め て短少にして・ 此窺期間に 而 も緩漫な る生 艮をなす

ものなれば、年輪狭 く、高 さ併に直径 の生長悪 く材積生長率 小 な りとす。故 に比較的

旺な る生 長は、南 又は西向 きの場庭 又は受熟容易なる土壌に於 て観 るこごを得べ し。

尚ほKrtider氏 は北部針葉樹帯 ごTundra地 帯 この中間に 亜塞原帯(Vor-Tundra)

を分類せ り。

此帯は殆ん ど媛小針葉樹(ハ ヒマツ、グイマツ)に して 喬大優 良な る生 長をなす針

葉樹 は特に良好 なる立地 に限 る。

此帯に於け る樹木生育期間は短か く、積雪期長 く、地下は殆ん ど凍結 し、地表の融解

も淺 きため樹木の生 艮極めて悪 し く、往 々にして倭小状態を呈す。 此地方 に在 ては

地下水高 く且室氣中の灘氣甚だ し、之等 は我演習林 の一般的事實な り。


